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商工中金について –中小企業の持続可能性を支える金融機関－

 全国約75,000社の企業と取引を持つ中小企業専
門金融機関

 長期的視点で、経済的価値だけでなく社会的価値
や働き手の幸せも、お客さまと伴走しながら創出
することを目指している
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本日お話すること

1.物流の2024年問題とSDGｓ

2.これから起こる経営環境の変化

3.持続可能な経営のために企業が取り組むべきこと

4.物流に関する商工中金のサポートについて
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物流の2024年問題とSDGs

• 2024年4月より、トラックドライバーの残業時間が年間上限960時間に制限されることで、

ドライバー不足感の加速、運送事業者の経営悪化、物流費の高騰など産業全体への

様々な影響が懸念されている。

• 運輸業界はもともと過酷な労働環境と人手不足が問題視されており、日本として持続可能

な物流システムを維持するために、来年以降様々な規制・改革が行われる予定。 SDGsの目標にある「8.働きがい」
「9.産業の基盤」と特に関連する

2024年
輸送能力が14%不足

2030年
輸送能力が34%不足

※政府試算
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これから起こる経営環境の変化

働き方改革【残業時間の制限等】

物流政策パッケージ【R5.6／R5.10公表】※荷主企業への規制強化

運送企業荷主企業

デジタル化によって法令遵守と
従業員の賃金向上（ドライバー確保）

ができる企業と
課題山積で法令遵守できず、
経営が悪化していく企業の

二極化が進んでいく

大手企業による輸送能力の囲い込み
が始まり、

中小荷主は運賃の大幅アップ、
条件面の大幅な変更

（時間・頻度・附帯業務等）
に対応しなければ

物流の利用が制限される

ほぼ全ての産業でこれまでにない大きな変化が起こる
特に中小企業は、対策に動かなければ淘汰・倒産の波に呑まれるリスクが大きい

いま、それぞれの企業が持続可能性を大きく問われる局面に来ている
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再
構
築

持続可能な経営のために企業が取り組むべきこと

対
話

運送企業荷主企業

○ 根拠を示しながら状況を説明し、合理的
に改善要望を伝える。

○ 運送委託先の話を真摯に受け止めるだけ
でなく、荷主企業として委託先の負担を
減らす方策を考える。

× 根拠や基準を示さない“お願い”（苦しい
からとりあえず５％上げて欲しいなど）

× 権限のない現場担当者に対応を任せる
× 「うちも苦しい」と交渉を拒絶

○ 具体的な改善に向け「慣習の見直し」
「契約の見直し（サーチャージ・適正対
価」等を行う。

○ 受発注や配車管理など、双方のシステム
化が必要な領域は優先して対応する。

○ 荷主企業と連携体制を取るための情報基
盤を整える（脱アナログ管理）。

○ 多重下請けを抑制し、庸車先ともフェア
な取引を行う。

○ 荷主の事業や利益がプラスになるような
改善提案を積極的に行う。

× 荷主任せの改善・自社の利益だけを優先× 委託側に過度な投資負担を要請

荷主企業と運送企業はお互いが“ビジネスパートナー”という認識を持ち、
双方がWin-Winとなるよう歩み寄ることがスタート
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経営支援・
ファイナンス支援

ソリューション企業
（IT・DX）

専門家・士業
(戦略構築・業務改善)

 専門性を持ったプレイヤーと相互に補完し合う連携体制を構築することで、真に事業者に役立つ
サポート／サービスの実現を目指しています。

 お客さまとの対話をベースに、商工中金が適切なサポートのフロント／ハブとなることで、経営
課題を踏まえた一気通貫の伴走支援を実現します。

ノウハウ・技術の
融合

信頼に基づく経営対話
踏み込んだリスクテイク

中長期的な
伴走体制

物流に関する商工中金のサポート体制について

中小企業のみなさまと共に
持続可能な物流の未来を目指す
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参考：商工中金の具体的なサポートメニュー

 R5.4.13 物流問題を解決していくための4者連携体制
をプレスリリース

 従業員の“幸せ”を可視化する「幸せデザイン
サーベイ」（当金庫独自サービス）
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最後に ～みなさまと共有したいこと～

 SDGｓはコストではなく“未来への投資”

 良い未来を創ることが会社の成長にも繋がるため、全ての企業が取り組むべきテーマである

 不確実性の高い時代だからこそ、長期目線で課題を捉えて企業の行動を決めることが肝要

 いま、日本企業の持続可能性に関連する大きな課題は「物流」であり、一社一社が目を向けて真
剣に取り組んでいく必要がある

 長期視点で経営しやすい中小企業こそ、日本のSDGsを牽引し未来を創る主役になるべき存在

 商工中金はみなさまのパートナーとして、ともに未来を創っていきます

 商工中金の組織・職員の取り組みの基本的な視点として“SPEED”の視点を設定し、具体的な目的と行動を定めています



トラック事業者
・従来通Ｌりの輸送を継続じするためには、

　

ドライ バーの±曽員 が必・要はごが桶酌呆で

　

き Ｚまし、ｏ
・長講国難輸達ミに｝対応、できない。
・受託するｆ士事ｉ減らすと、 運迄副又入が
ｉ威少する。
・ ドライノぐ一 の 賃壬金ｒＵ Ｐにヌ中応できない。

ト ラ ッ ク ド ラ イノぐ・一

・業務量１、 時精霊外労働’カミヌ威少し、 月々 の
糸合料←が下ｒカミる。
・労働時間が短［くても一定の収入カミネ辱ら
れるｆ也産業へ流し出しかねない。

物流の２０２４年問題について
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・時糟影外労ｆ動の上限夫現制により目ネ生の荷
物カリ旨定した日時に届かないかもしれ
Ｚまし・。

★荷主や一般街肖費者のコストや時
間÷への間…題差詰哉カミ弱い－のでは？

・当日、 翌日酉南達の宅配サー ビスカミミ愛

　

Ｌナら れ÷≠まし、力、も し れ÷≠まし、。
・フｋｉ産品、 青果物な ど莱折魚羊なものカミ手
もこ÷入 ら≠まし、力、も し れ÷≠まし、。

★ｒ日差栄斗無珠斗」ではなく、ドライノミ

の大きな苦労のもとに物流が糸佳チ寺
されし、一定のコストカミかかっている
ことの 理 解牛カミ必・裏１。９ 「２０ ２４年問題」 に向けて必要な取り組み

・日寺憎影外労ｆ動９６０日寺摺豆上区限夫現吊り
・改善基準告示の見直し
・月６０日寺間ｉ超の日寺摺鼎外労ｆ動に
対する害り増”貝壬金率…５０％への
引き上げ （２０２３年４月）

【荷主がトラック事業者と連携して取り糸阻むべきこと】 （例）
◆荷待ち時間の削減 （予約システムの導入、 出荷・受入れｆ本制の見直し）
◆荷役作業、 附帯作業の削ｉ威等労働環境の改善 （パレット化、 情報共有化による検品レス等）
・÷リードタイムの延長 （長距誇鱒輸送は中１日を空け、 満載での効率的な輸送）
◆輸送の効率化 （モーダルシフトの活用、 中継１輸送の導入、 積貝み下ろし場所の集約等）
【トラック事業者が荷主に交渉し実王現すべきこと】 （例）
◆ 「標準的な運賃」 の適用 （働き方改革に取り組んでも、 事業継続可能な運賃壬を収受）
◆運送以外に発生する料金の収受 （燃料サーチャージや附帯作業料金、 高速道路卵」用料など）
◆ドライバーの待遇改善 （全産業平均並みの単価による賃金の支給）

（公社）全日本トラック協会 『２０２４年問題の課題解決に向けて』（令和５年５月作成）より抜粋



・令和５年１０月６日 「我が国の物流の革新に

が発表された。（首相官邸ホームページより）

「我が国の物流の革新に関する関係閣僚会議」 において、「物流革新緊急パッケージ」
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我が国の物流の革新に
関する関係閣僚会議物流革新緊急パッケージ

●

　

物流産業を魅力ある耳欝湯とするため、働き方改革に関する法律が来年４月から適用される一方、物流

の停滞が懸念される「２０２４年問題」に直面。何も対策を講じなければ、２０２４年度には１４％、２０３０年

度には３４％の輸送力不足の可能性。このため、本年６月に「物流革新に向けた政
パ包もケージ」を策定。

●

　

今般、２０２４年が迫る中、賃上げや人材確保など、早期に具体的な成果が得られるよう可及
的速や

かに各種施策に着手するとともに、２０３０年度の輸送力不足の解消に向け可能な施策の前倒しを図る

べく、以下の事項につし忙、必要な予算の確保も含め緊急的に取り組むこととする。

この他、中長期計画の策定など、政策パッケージの施策を着実に実施し、進捗の管理を行う。

，
１． 物 流の効 率 化

　　　

ー

　　　　　　

ニ

　　

ー

　　　　　

「

○即効性のある設備投資・物流ＤＸの推進

　　

・物流事業者や荷主企業の物流施設の自動化・機械化の推進、効率化・省人化やドローンを用し、た配送により人手不足へ対応

　　

・港湾物流効率化に向けた「ヒトを支援するＡＩターミナル」の深化や港湾物流手続等を電子化する「サイバーポート」を推進等

　　

・高速道路での自動運転トラックを対象とした路車協調システム等の実証実験等

○モーダルシフトの推進

　

・鉄道（コンテナ貨物）、内航（フエ１」－・ＲＯＲＯ船等）の輸送量・輸送分担率を今後１０年程度で倍増

　

．３１ｆｔ］ンテナの利用拡大を優先的に促進しつつ、中長期的に４０ｆｔコンテナの利用拡大も促進

○トラック運転手の労働負担の軽減、担し、手の多様化の推進

　

・荷役作業の負担軽減や輸送効率化に資する機器・システムの導入等により、快適で働きやすい職場環境の整備を促進

　

・労働生産性の向上に資する車両を運転するための免許の取得等のトラック運転手のスキルアップを支援

○物流拠点の機能強化や物流ネットワークの形成支援

　

・農産品等の流通網の強化 （中継輸送等の推進）

　

・物流施設の非常用電源設備の導入促進等による物流施設の災害対応能力の強化等の推進

　

・モーダルシフト等に対応するための港湾施設の整備等を推進

　

，高規格道路整備や渋滞対策、ＩＣ・空港・港湾等へのアクセス道路の整備に対する支援による物流ネットワークの強化

　

・トラックドライバーの確実な休憩機会の確保のため、ＳＡ・ＰＡにおける大型車駐車マスの拡充や駐車マス予約制度の導入などの取り組みの推進

○標準仕様のパレット導入や物流データの標準化・連携の促進

○燃油価格高騰等を踏まえた物流ＧＸの推進（物流拠点の脱炭素化、車両のＥＶ化等）

○高速道路料金の大口・多頻度割引の拡充措置の継続

○道路情報の電子化の推進等による特殊車両通行制度の利便性向上

－

　　　

－

　

－
「「２．荷主．消費者の行動変容

○宅配の再配達率を半減する緊急的な取組

　

・ポイント還元を通じ、コンビニ受取等柔軟な受取方法やゆとりを持った配送日時の指定等を促す仕組みの社会実装に
向けた実証事業を実施

○政府広報やメディアを通じた意識改革・行動変容の促進強化

　　　

ー
１区 園贋行の見直し

○トラックＧメンによる荷主・元請事業者の監視体制の強化（「集中監視月間」（１１～１２月）の創設）

　

・荷主による違反原因行為の調査を踏まえた「要請」等の集中実施、国土交通省及び荷主所管・滋執行行政機関による連携強化

○現下の物価動向の反映や荷待ち・荷役の対価等の加算による「標準的な運賃」の引き上げ（年内
に対応予定）

○適正な運賃の収受、賃上げ等に向け、次期通常国会での法制化を推進

　

・大手荷主・物流事業者の荷待ちや荷役時間の短縮に向けた計画作成の義務付け、主務大臣による指導・勧告・命令等

　

・大手荷主に対する物流経営責任者の選任の義務付け

　

・トラック事業における多重下請け構造の是正に向け下請状況を明らかにする実運送体制管理簿研乍成、契約時の（電子）書面交付の義務付け
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